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芸
術
文
化
に
親
し
む
季
節
を
迎
え
、
老
若

男
女
を
間
わ
ず
、
地
域
の
人
々
皆
さ
ん
の
、

年
に
一
度
の
芸
術
文
化
の
発
表
の
場
で
あ
る

町
芸
術
文
化
祭
が
、
去
る
日
月

m
aか
ら
日

月
6
日
ま
で
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
、
感
況
の
度
を
増
す
芸
術
文
化
祭
も

今
年
で
第
9
回
目
と
屈
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
地
域
文
化
の
活
発
な
交
流
と
そ
の

向
上
が
尽
に
み
え
、
関
係
者
を
喜
ば
し
て
い

ま
す
。発

表
会
は
、
十
月
二
十
九
日
の
音
楽
発
表

会
を
か
わ
き
り
に
十
一
月
十
一
一
日
は
日
本
舞
踊
、

十
一
月
六
日
に
は
、
午
前
の
部
吟
詠
剣
詩

舞
、
午
後
の
部
民
謡
民
舞
と
各
発
表
会
が

あ
り
ま
し
た
。

音
楽
発
表
会
は
、
幼
稚
菌
、
保
育
園
児
た

ち
に
よ
る
合
喝
、
合
奏
、
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

な
ど
日
頃
練
習
に
励
ん
で
き
た
立
派
な
作
品

を
精
一
杯
披
露
し
会
場
を
盛
り
立
て
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
一
般
に
よ
る
ピ
ア
ノ
独
奏
、
ピ

ア
ノ
連
弾
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
女
声
一
二
部
合

唱
な
ど
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し
場
内

を
音
楽
の
世
界
に
誘
い
鑑
賞
者
を
魅
了
さ
せ

ま
し
た
。
学
校
の
部
で
は
、
小
学
生
に
よ
る

二
部
合
唱
、
合
奏
、
合
喝
、
合
唱
奏
、
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
中
学
生
、
高
校
生

に
よ
る
力
強
い
演
奏
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り

ま
し
た
。

十
一
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
は
、
書

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
度
文
化
功
労

者
に
は
、
書
道
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
楊
勝
呂
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

益
々
の
ご
精
進
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

最
終
日
の
六
日
に
は
、
展
覧
会
に
加

え
吟
詠
剣
詩
舞
、
民
謡
民
舞
の
発
表

会
、
茶
会
(
一
二
社
中
)
が
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
芸
術
文
化
祭
の
閉
幕
を

お
し
む
か
の
よ
う
に
早
朝
か
ら
雨
模
様

と
な
り
人
出
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

降
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
の

参
加
が
あ
り
大
変
厳
り
上
り
を
み
せ
ま

し
た
。今

回
の
芸
術
文
化
祭
の
発
表
・
展
示

部
門
の
観
覧
者
は
約
九
、
八

O
O人
を

数
え
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
芸
術
文
化
祭
も
来
年
は
十
歳
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
総
参

加
に
よ
る
盛
大
な
祭
典
と
な
る
よ
、
つ
期

待
い
た
し
ま
す
。

第
九
回
芸
術
文
化
祭
も
関
係
者
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
盛
会
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。

ふ音楽発表会(小学生による合唱)

&書道展(学校の部)A 消費生活展(大洗くらしの会)

血いけばな展

4血お祭り広場(ロディオ大会)

A 民謡民舞(大洗子供ばやし保存会)&日本舞踊A お祭り広場 (tlP売会)

第

9
田
芸
術
文
化
祭
展
示
部
門

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

..6-
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書
道
の
部

長
久
保
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小
松
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八
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造
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岡
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四
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歌
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一
一
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大

場

き

い



第144';号(2)t~ らあおお昭和58年12Fl1日

ぷ辺久~一事務

子
大

洗

フE

科
学
技
術
庁
で
は
、
全
国
の
原
子
力
功
労
者
に

贈
る
本
年
度
「
原
子
力
安
全
功
労
章
」
の
表
彰
者

を
、
去
る
叩
月
四
日
に
発
表
し
ま
し
た
が
、
本
県

関
係
個
人
の
部
で
は
、
加
藤
清
(
七
七
)
元
大
洗
町
長

が
選
ば
れ
、
日
月
刊
山
臼
の
砂
原
子
カ
の
臼
μ

に
東

京
・
農
林
年
金
会
館
で
、
安
田
出
隆
明
科
学
技
術
庁

長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
清
さ
ん
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

当
町
の
初
代
町
長
と
し
て
就
任
さ
れ
て
以
来
、
昭

和
田
年
ロ
月
日
自
の
退
任
ま
で
、

6
期
討
年
の
問

地
方
自
治
の
確
立
と
大
洗
町
の
建
設
の
た
め
、
献

社

Z為
連事

永
年
に
一
旦
り
、
よ
り
よ
き
社
会
の
建
設
に
尽
く

さ
れ
、
た
た
、
え
ら
れ
る
べ
き
功
労
を
挙
げ
な
が
ら
も

社
会
的
に
報
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
個
人
・
団

体
等
を
、
毎
年
全
国
的
に
表
彰
し
て
い
る
、
財
団

法
人
・
日
本
顕
彰
会
(
笹
川
良
一
会
長
)
の
昭
和

磯
浜
漁
業
協
罰
組
合
長

古
く
か
ら
漁
業
の
町
と
し
て
栄
、
ぇ
発
展
し
て
き

た
当
町
に
お
い
て
、
米
川
き
ん
は
戦
後
間
も
な
い

唱
和
包
年
、
磯
浜
漁
業
会
総
代
に
な
ら
れ
て
以
来
、

磯
浜
漁
業
協
同
組
合
理
事
・
同
組
合
長
・
茨
城
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
・
茨
城
海
区
漁
業
調

整
委
員
・
日
本
水
難
救
済
会
大
洗
救
難
所
副
所

長
・
北
部
太
平
洋
海
区
ま
き
網
生
産
調
整
組
合
理

事
・
茨
城
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事

等
、
数
多
く
の
要
職
に
就
か
れ
、
漁
業
の
振
興
一

金
加

藤

清

氏

明
治
活
年
ロ
月

m
z生
(
力
歳
)

大
洗
町
磯
浜
町
一
、
ニ
七
七
番
地

国T

長
身
努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
問
、
昭

和
却
年
の
原
研
・
大
洗
研
究
所
を
は
じ
め
動
燃
・

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
、
日
本
核
燃
料
開
発
株
式
会

社
な
ど
各
種
原
子
力
開
発
研
究
施
設
を
誘
致
し
、

ま
た
河
時
に
、
周
辺
の
安
全
確
保
と
地
域
住
民
の

健
康
の
保
護
並
び
に
生
活
環
境
の
保
全
、
更
に

は
、
原
子
力
開
発
に
関
す
る
啓
蒙
普
及
等
々
に
努

力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
貢
献
さ
れ
た
そ

の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
表
彰
と
な
っ
た
も
の

で
す
。誠

に
お
め
で
と
、
7
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
日
年
度
社
会
貢
献
表
彰
に
、
当
町
か
ら
米
川
昇
作

(
六
一
一
一
)
氏
(
大
貫
町
詑
1
1
)
と
関
根
厚
(
七
四
)
氏
(
磯

浜
町
間
)
の
お
二
人
が
、
功
績
を
認
め
ら
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表

米

刑

昇

作

氏

大
正

9
年
日
月
刊
日
生
(
臼
歳
)

大
洗
町
大
賞
町
三
ニ

i
一
番
地

筋
に
歩
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
海

で
発
生
す
る
各
種
事
故
に
は
卒
先
救
助
活
動
に
従

事
、
そ
の
数
回
数
回
に
及
び
、
尊
い
人
命
と
船
舶

の
救
助
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

更
に
、
地
域
に
あ
っ
て
は
地
区
の
世
話
役
、
ま

と
め
役
と
し
て
漁
業
者
や
そ
の
家
族
の
良
き
相
談

相
手
と
な
っ
て
こ
と
を
処
理
し
、
人
々
の
信
望
も

厚
く
各
種
表
彰
を
受
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

一
大
弘
子
明
院
関
根
厚
氏

明
治
犯
年
8
月
お
日
生
(
刊
歳
)

大
洗
町
磯
浜
町
五
五
八
番
地

第元

関
根
さ
ん
は
昭
和
4
年
か
ら
昭
和
斜
年
、
町
立

第
一
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
日
制

年
の
永
き
に
亘
っ
て
教
職
に
就
か
れ
、
う
ち
当
町

で
は
、
昭
和
辺
年
の
大
賞
小
の
教
員
を
振
り
出
し

に
、
大
貫
小
・
一
中
の
校
長
を
歴
任
、
ロ
年
間
、

町
の
子
弟
の
教
育
に
専
念
さ
れ
、
退
職
後
は
公
徳

心
及
び
道
義
の
高
揚
の
た
め
、
「
子
を
守
る
会
」
・

「
少
年
目
躍
朝
の
集
い
」
・
「
社
会
教
育
活
動
」
等

各
種
実
践
活
動
主
趨
じ
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
各
種
表
彰
を
受
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

日IJ

吋
友
情
は
溜
僚
を
越
え
て
L

を
テ
ー
マ

と
す
る
茨
城
県
喬
年
の
船
田
員
と
し
て

大
洗
町
か
ら
一
一
一
名
の
青
年
が
参
加
さ

れ
、
十
月
十
九
日
鹿
島
港
を
出
航
、
天

津
、
北
京
、
大
連
を
訪
問
し
中
富
車
問
年

と
の
受
敏
会
を
行
な
い
、
ま
だ
天
安

門
、
故
宮
博
物
館
、
万
里
の
長
織
な
ど

を
見
学
し
一
二
十
一
日
自
立
港
に
帰
港
し

ま
し
た
。

特
に
回
象
に
残
っ
た
感
想
を
お
警
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。

松

志
津
子

大
洗
町
大
震
町
八
四

沢

幸
運
に
も
、
今
回
「
青
年
の
船
」
に

乗
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
外
旅
行
は
初

め
て
で
あ
り
、
外
か
ら
日
本
を
見
、
中

国
を
知
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
。

私
た
ち
が
見
た
中
国
は
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
。
整
然
と
し
た
道
路
や
高

層
住
宅
の
立
ち
並
ぶ
都
市
。
日
本
と
変

わ
ら
な
い
間
関
風
景
の
克
ら
れ
る
田
舎
。

街
角
で
め
酢
と
呼
び
か
け
る
と
、

大
抵
の
人
が
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
た
。

あ
の
素
朴
き
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

鍵
融
隅
隅
側
議
・
響
町
一

⑫ 

老

人

it{ 

老
人
ボ
ケ
の
簡
単
な
見
分
立
刀
l
、

老
人
が
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
も
す
ぐ

忘
れ
て
し
ま
っ
、
人
と
逢
っ
て
話
を
し

た
後
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
、
用
事
を

頼
ん
で
も
忘
れ
て
し
ま
う
、
と
云
う

物
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
老
人
ボ
ケ
で
す
。

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
て
、
例
え
ば
径
一

と
夜
の
区
別
が
つ
か
な
い
、
散
歩
に

出
て
も
帰
る
自
分
の
家
が
判
ら
な

い
、
自
分
の
家
の
ト
イ
レ
が
ど
こ
だ

か
判
ら
ず
ま
ご
ま
ご
す
る
、
夜
起
き

て
外
を
歩
き
廻
る
等
が
あ
れ
ば
老
人

痴
呆
で
す
。
こ
れ
は
脳
血
管
障
害
の

あ
る
人
に
多
く
出
ま
す
。
然
し
一
部

で
は
痴
呆
に
な
ら
ず
、
う
つ
病
に
な

る
人
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
元
気
な

く
何
か
し
占
っ
と
す
る
気
力
が
な
い
、

島

寿

子

大
洗
町
磯
浜
町
九
九
七
l
一

北
京
に
て
、
天
安
門
広
場
へ
行
き
想

像
以
上
の
広
ぎ
に
驚
き
、
人
民
が
あ
の

敷
地
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
時
の
事
を

考
え
る
と
怖
い
く
ら
い
で
す
。
又
、
万

里
の
長
城
で
は
、
一
年
に
数
日
し
か
雨

の
降
ら
な
い
と
い
う
日
に
ぶ
つ
か
り
、

風
景
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
が
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
み
て
、

改
め
て
あ
れ
だ
け
の
石
を
築
き
あ
げ
た

人
達
に
頭
の
さ
が
る
思
い
で
し
た
。

天
津
・
北
京
・
大
連
と
5
日
間
の
研

修
で
し
た
が
、
大
変
思
い
出
の
多
い
、

良
い
研
修
で
し
た
。

本長

幸

雄

山

大
洗
町
神
山
町
九
一
二
四
i

私
が
、
五
日
間
の
現
地
活
動
の
中
で

強
く
印
象
に
残
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

雨
の
長
城
は
、
あ
の
雄
々
し
い
姿
を
、

霧
雨
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
身
を
臨
し
、

ま
る
で
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る

か
の
よ
う
に
厳
か
で
し
た
。
「
万
里
の

ケ食
欲
も
な
く
な
る
か
ら
衰
弱
し
て
く

る
。
寝
つ
き
は
い
い
が
、
夜
一
時
頃

回
を
覚
ま
し
て
か
ら
眠
れ
な
い
と
云

っ
た
不
眠
が
続
く
様
に
な
る
。

ボ
ケ
は
そ
う
悪
く
は
な
ら
な
い
。

痴
呆
は
癒
ら
な
い
。
う
つ
病
は
癒
り

ま
す
。
正
し
く
対
処
し
ま
し
ょ
う
。



らあ 昭和58年12F.l1日L、

去
る
叩
月
幻
日
か
ら
お
日
ま
で
、
水

戸
市
伊
勢
甚
百
貨
庖
で
開
か
れ
た
「
第

計
四
・
県
発
明
工
夫
展
」
(
県
、
県
教

委
、
発
明
協
会
県
支
部
、
主
催
)
で
、
当

釘
夏
海
小
学
校
(
小
野
瀬
経
校
長
)
の

5
年
生
、
野
口
博
志
・
深
作
昌
成
・
幸

田
勝
也
の
3
君
が
共
同
製
作
し
た
、
星

の
観
測
器
具
改
良
裂
が
見
事
特
選
の
栄

冠
を
か
ち
と
り
、
発
明
協
会
県
支
部
長

賞
(
竹
内
藤
男
知
事
)
を
受
賞
し
ま
し

た

こ
れ
は
、

5
年
理
科
の
学
習
の
中
で

月
や
震
の
観
測
が
あ
り
ま
す
が
、
教
科

書
の
観
測
箱
で
は
月
が
少
し
動
い
て
も

観
測
不
能
と
な
り
、
星
の
場
合
は
月
よ

り
も
暗
い
の
で
一
一
層
観
測
に
一
小
使
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、

5
年
担
任
の
高
橋

健
彦
先
生
が
そ
の
改
良
を
夏
休
み
の
荷

題
と
し
て
出
し
た
と
こ
ろ
、
前
記
、
仲

よ
し
3
人
が
優
れ
た
観
測
器
を
共
同
で

製
作
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
①
穏
型
観
測
器
を
円

筒
裂
に
変
、
ぇ
見
易
く
な
っ
た
。
②
回
定

さ
れ
た
籍
裂
か
ら
動
き
の
あ
る
円
筒
型

に
よ
り
、
方
位
角
と
高
き
の
角
度
が
読

み
と
れ
、
患
の
山
山
か
ら
入
り
ま
で
観
測

で
き
る
。
③
ミ
ニ
ラ
ン
プ
の
取
付
け
に

よ
り
、
目
盛
が
ハ
ッ
キ
リ
読
み
と
れ
る

な
ど
、
観
測
効
果
が
大
き
く
、
高
橋
先

生
は
早
速
こ
れ
を
使
っ
て
夏
休
み
の
後

半
に
2
由
、
日
月
に
2
回
、
父
兄
の
協

力
を
得
て
生
徒
た
ち
と
神
山
集
落
セ
ン

タ
ー
に
泊
り
込
み
続
榔
し
ま
し
た
が
、

結
果
は
上
々
で
し
た
。

そ
こ
で
、
日
月
日
目
、
水
戸
・
浜
岡

小
学
校
で
行
な
わ
れ
た
、
発
明
工
夫
展

おお(3)第144号

水
一
戸
地
区
展
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
思

い
も
か
け
な
い
金
賞
を
受
賞
し
、
地
医

推
せ
ん
で
県
発
明
工
夫
展
に
出
品
特
選

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
朗
報
は
早
速
、
朝
会
で
校
長
先

生
か
ら
全
校
生
徒
に
紹
介
さ
れ
、
皆
ん

な
で
喜
び
を
分
ち
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
結
果
来
年
3
月
開
催
の

第
位
回
全
日
本
学
生
児
童
発
明
工
夫
展

(
毎
日
新
聞
社
主
催
)
に
推
せ
ん
出
品

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

3
月
中

旬
の
発
表
が
楽
し
み
で
す
。

高
橋
先
生
は
「
ま
た
来
年
度
も
あ
り

ま
す
。
他
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

簡
の
明
る
い
話
題場

障
者
一
腫
用
集
団
選
考
会

「
内
定
の
一
定
報
を
受
け
と
っ
た
と
き

は
、
今
ま
で
の
苦
労
の
総
て
が
喜
ぴ
に

変
り
、
ゃ
っ
た
あ
/
と
い
う
気
持
で
一

杯
で
し
た
」
と
、
目
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
の
内
定
電
報
と
採
用
決

定
通
知
を
神
棚
か
ら
と
り
出
し
て
見
せ

た
、
関
根
秀
享
(
一
一
五
)
君

1
磯
浜
町
制

(
一
丁
目
1
の
で
)
は
喜
び
を
内
に
お

さ
え
な
が
ら
も
に
こ
や
か
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

今
春
、
東
京
電
機
大
学
を
卒
業
し
た

関
根
君
は
県
立
大
洗
高
校
の
一
期
生
、

聴
覚
障
害
で
幼
稚
罰
の
こ
ろ
か
ら
補
聴

器
に
頼
る
生
活
を
強
い
ら
れ
、
学
校
の

授
業
も
・
良
く
聴
き
と
れ
ず
、
そ
れ
を
克

服
す
る
た
め
勉
強
は
殆
ん
ど
独
学
同

様
、
家
で
も
暇
さ
え
あ
れ
ば
勉
強
に
打

ち
込
む
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
た

開
閉

町
民
の
体
力
づ
く
り
と
卓
球
の
普
及

を
国
る
た
め
に
、
町
体
育
協
会
卓
球
部

(
岩
井
忍
部
長
)
に
よ
る
第
ニ
田
町
民

卓
球
大
会
が
、
去
る
日
月
6
日
一
中
体

育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
男
子
の
部
部
名
、
女
子
の
部

位
名
が
参
加
出
場
し
、
午
前
9
時
、
開

会
に
当
り
、
竹
内
町
長
よ
り
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
各
卓
球
台
に
分

か
れ
、
日
項
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
各
試
合
ご
と
な
ご
や
か
な

な
か
に
も
激
し
い
闘
志
で
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

男
子
の
部

位
清
宮
洋
一
(
下
宿
)

位
塚
田
真
司
(
南
清
水
)

1 2 

3

位
野
村
邦
夫
(
仲

女
子
の
部

ー

位

関

根

典

子

(

永

位
岸
和
田
浩
美
(
永

位

原

裕

美

(

祝

2 3 

め
、
高
校
時
代
「
英
語
」
と
「
数
学
」
は

常
に
ト
ッ
プ
、
大
学
で
も
昼
夜
を
問
わ

ず
勉
強
に
明
け
暮
れ
卒
業
し
ま
し
た
。

と
か
し
、
就
職
と
な
る
と
「
身
障
者

に
理
解
の
あ
る
企
業
は
な
か
な
か
少
な

い
で
す
か
ら
:
じ
と
、
大
変
苦
労
し
た

よ
う
で
す
が
、
た
ま
た
ま
、
週
報
か
お

お
あ
ら
い
。
(
第
日
号
)
で
知
っ
た
、
品
苛

一
体
障
害
者
集
回
選
考
会
に
応
募
し
、
希

望
の
日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
既
に
受

験
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

採
用
試
験
は
何
処
も
同
じ
で
大
変
厳

し
く
、
一
般
健
常
者
の
大
学
卒
受
験
者

と
一
諸
に
第
一
次
の
学
科
試
験
(
英
・

数
・
専
門
(
電
気
)
・
適
性
)
、
第
二
次

の
面
接
試
験
と
一
日
が
か
り
で
行
な
わ

れ
、
見
事
に
こ
の
難
関
を
突
破
し
た
わ

け
で
す
。

「
入
社
し
た
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
、
そ
れ
が
後
に
続
く
障
害
を

持
つ
人
々
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
:
じ
と
、
自
を
輝
や
か
し
な
が

ら
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
月
出
日
は
「
原
子
力
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
因
ん
で
、
原
子
力
開
発
の
拠

点
的
研
究
施
設
を
有
す
る
当
町
で
は
地

域
の
皆
さ
ん
に
原
子
力
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
向
日
、

町
内
に
所
在
す
る
原
子
力
4
事
業
所
の

見
学
会
を
一
般
公
募
に
よ
り
行
な
い
ま

し
た
。当

日
、
定
刻
9
時
に
役
場
前
に
集
合

し
た
訂
名
の
皆
さ
ん
を
乗
せ
た
パ
ス
は
、

例
年
ど
お
り
、
日
本
核
燃
料
開
発
肌
の

見
学
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

会
社
で
は
、
宗
光
常
務
の
概
況
説
明

の
あ
と
核
燃
料
の
研
究
施
設
を
見
学
し

町

一明自の大洗簡を考える一

町 町 町

去
る
叩
月
出
日
午
後
2
時
か
ら
、
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
「
明
日

の
大
洗
町
を
考
え
る
」
を
テ
!
?
に
、

街
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
公
開
討
論

会
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
観
光
の
町
、
漁

業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
当
町

が
、
今
や
、
北
海
道
と
の
間
に
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
の
就
航
を
め
ざ
し
、
大
洗
港
の

獲
備
を
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
、
ま
た
、
併

行
し
て
関
鉄
鹿
島
線
の
建
設
や
新
設
大

洗
駅
濁
辺
の
区
間
整
理
事
業
等
々
、
町

の
様
相
を
一
変
す
る
よ
う
な
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
取
り
組
み
、
更
に
は
、

ま
し
た
。

続
い
て
、
動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ

ー
で
は
安
藤
管
理
部
長
か
ら
、
原
子
力

開
発
の
必
要
性
か
ら
動
燃
の
業
務
内
容

に
い
た
る
説
明
と
映
画
、

P
R館
の
案

内
等
が
あ
り
、
昼
食
後
、
午
後
か
ら
は

東
北
大
学
材
料
試
験
炉
利
用
施
設
で
茅

野
助
教
授
を
は
じ
め
、
各
研
究
者
か
ら

研
究
内
容
の
易
し
い
解
説
等
が
あ
り
、

更
に
、
原
研
・
大
洗
研
究
所
で
は
、
新

谷
管
理
部
長
か
ら
施
設
の
概
況
と
安
全

性
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
切
な
説
明

が
あ
り
、
原
子
炉
・
廃
棄
物
処
理
施
設

な
ど
主
要
施
設
や
施
設
内
随
一
の
景
勝

題
辺
地
域
で
も
水
一
戸
射
爆
場
跡
地
を
利

用
し
た
常
陸
那
珂
港
、
国
営
公
開
聞
等
の

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
、
当
町
を
と
り

ま
く
環
境
も
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。こ

の
様
な
な
か
で
、
地
元
の
人
達
に

も
知
恵
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
街
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
お
、
っ

と
、
大
洗
町
・
町
商
工
会
・
財
団
法
人

常
陽
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
、
定
刻
に
は
町
内
各
種
団
体
の

代
表
的
な
人
た
ち
に
、
一
般
の
参
加
者

も
ま
じ
え
約
別
名
の
町
民
の
方
々
が
参

加
し
会
場
は
満
席
と
な
り
、
竹
内
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
パ
ネ
ラ
ー
に
よ

り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入

り
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
町
財
政
・
環
境
獲
備
、
社
会

教
育
、
公
徳
教
育
、
商
業
近
代
化
対
策

事
業
等
の
問
題
や
、
若
年
人
口
の
減
少

を
誇
る
「
夏
海
湖
」
の
見
学
な
ど
、
澄

み
き
っ
た
秋
の
一
日
を
終
日
熱
心
に
勉

強
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
会
終
了
後
、
皆
さ
ん
は
「
町
に

伎
ん
で
い
な
が
ら
、
原
子
カ
施
設
を
見

る
の
は
今
日
が
初
め
て
、
大
変
勉
強
に

な
り
、
原
子
力
の
仕
組
も
だ
い
た
い
わ

か
っ
た
。
」
と
話
し
て
お
り
、
ま
し
た
。

見
学
者
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

去
る
日
月
3
日
文
化
の
日
、
大
洗
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
芸
文
祭
、
産

業
祭
が
華
や
か
に
催
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
裏
庭
で
は
一
人

の
町
民
の
方
が
黙
々
と
松
の
庭
木
の
努

定
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
方
は
榎
本
正
七
(
七
口
)
さ
ん
(
磯

浜
町
棚
)
で
、
釘
が
誇
る
立
派
な
施
設

が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
に
、
松
の
庭
木

等
が
建
設
当
初
植
え
ら
れ
た
ま
ま
で
努

定
も
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見

か
ね
、
一
つ
自
分
の
手
で
き
れ
い
に
し

よ
う
と
思
い
た
ち
泰
佐
作
業
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

作
業
は
江
月
3
日
1
5
日
ま
で
の
3

日
間
お
こ
な
い
、
き
れ
い
に
な
っ
た
松

の
庭
木
を
み
な
が
ら
「
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
か
ぎ
り
お
役
に
立
ち
た
い
と
」
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

傾
向
に
対
応
す
る
た
め
の
、
産
業
経
済

基
盤
の
確
立
の
問
題
等
々
、

2
屈
に
わ

た
っ
て
意
見
を
述
べ
、
質
疑
応
答
に
入

り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
パ
ネ
ラ
!

の
意
見
を
中
心
に
、
観
光
的
自
玉
施
設

の
建
設
、
風
物
ツ
ア
!
の
企
画
、
観
光

開
発
の
た
め
に
は
町
民
の
深
い
理
解
と

協
力
を
得
る
、
合
意
形
成
が
必
南
京
で
あ

り
、
そ
の
態
勢
づ
く
り
の
必
要
性
の
問

題
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

l
(大

会
都
市
)
構
想
、
花
づ
く
り
等
に
よ
る

き
れ
い
な
町
づ
く
り
、
憩
の
場
づ
く
り
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
導
入
、
各
種
ソ
フ
ト
の
導
入

等
々
、
よ
り
異
体
的
な
意
見
、
提
案
等

が
出
さ
れ
、
場
内
は
一
層
の
躍
り
上
り

を
み
せ
、
終
了
予
定
の
4
待
を
大
巾
に

過
ぎ
た
、
5
時
近
く
ま
で
、
時
間
の
経

過
も
忘
れ
て
熱
心
な
討
議
が
行
な
わ
れ

有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し

た

4弘事3定作業に余念のない

榎本さん

一
、
五
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
一
一
二
八
番
地

丑
寅
会
代
表

関
根
康
弘
殿

大
洗
町
中
央
公
民
館
図
書
室
の

充
笑
強
化
費
の
一
部
と
し
て

一
、
桜
の
樹
木

十

本

大
洗
町
大
賞
町
二
六
二
番
地

高

柳

清

家

殿

大
賞
集
落
セ
ン
タ
ー
遊
園
地
問

辺
の
美
化
の
た
め



第144号 (4)

昭
和
問
年
成
人
式
の

お

知

ら

来
春
、
成
人
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
前
途
を
祝
福

し
、
昭
和
回
年
成
人
式
を
次
に
よ
り
行

な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
揃
い
で
、
ご
参
列
下
さ

る
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。

と

昭
和
四
年
l
月
日
目

受

付

制

9
碍
初
分

1
同
時

式
典
州
出
時
l

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

(
大
ホ

I
ル
)

き

と
こ
ろ

。
本
年
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
認
年

4
月

2
aか
ら
昭
和
却
年
4
月
1
日
の

閤
に
出
生
し
た
方
で
す
。

~'l 

せ

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
密
⑥
2
4

1
1
番
)
へ
お
早
め
に
ご
連
絡
下
さ
い

0

0
当
日
、
成
人
式
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

を
ご
持
参
下
き
い
。

。
記
念
品
は
、
当
日
の
出
席
者
の
み
に

婚
主
い
た
し
ま
す
の
で
、
欠
席
さ
れ
る

方
は
、
代
理
受
領
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
(
当
日
以
外
の
記
念
品
贈
呈
は
行

な
い
ま
せ
ん
。
)

体
協
ス
キ

i
教
撃
参
加
者
吉
野
集

〆
切
期
限
(
一
月
末
日
)

前
で
も
定
員
に
な
り
ま

し
た
ら
〆
切
り
ま
す
。

八
、
申
込
先
:
・
い
そ
や
(
鳴
神
前
判
官
下
)

電
話
六

l
一
二

0
0

魚
政
(
明
神
町
)

電
話
七
二
七

O
五

天
野
洋
服
底
(
新
町
)

電
話
七

i
一一一二一二六

役
場
鈴
木
(
出
納
室
内
)

電
話
七
|
五
一
一

内
線
七
五

大
洗
町
叫
体
育
協
会
の
、
主
催
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
初
心
者
も
参
加
で
き

ま
す
。

一
、
期

日
・
:
昭
和
五
十
九
年
一
一
月
十

六
白
山
附

i
十
九
日
制

三
泊
四
日

(
内
車
中
一
泊
)

一
一
、
場
所
・
:
蔵
王
ス
キ
!
場

一
ニ
、
人
員
・
:
四
十
名

回
、
参
加
費
:
二
万
一
一
一
千
円

五
、
乗
物
:
・
管
一
切
パ
ス
利
用

六
、
指
導
員
:
・
全
日
本
ス
キ

l
連
盟
公

認
指
導
員
(
現
地
指
導

員
)

七
、
申
込
方
法
・
:
申
込
金
五
千
円
を
添

え
て
一
月
末
日
ま
で
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(58.10月現在)大洗町における交通事故の発生状況

道
路
現
涜
九
四
国
韓
間
凶
作
成
の
た
め
の

測
量
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

らあ

大
洗
町
で
は
、
道
路
現
況
台
帳
図
を

作
成
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
十
一

月
上
旬
か
ら
昭
和
六
十
年
度
末
を
め
ど

に
測
量
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
航
空
写
真
撮
影
の
た
め

の
対
空
標
識
を
設
護
し
た
り
、
道
路
測

量
一
等
を
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方
の
土

地
に
立
入
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

事皆お昭和田年12月1B 

年
末
の
郵
便

J
V

」
判
何
冊
用
い
い

年
末
は
、
非
常
に
多
く
の
郵
便
物
が

差
し
出
さ
れ
る
時
節
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
こ
れ
ら
大
量
の
郵
便

物
を
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
す
る
た
め
、
い

ろ
い
ろ
と
準
備
を
繋
え
て
お
り
ま
す
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

O
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
お
早
め
に

年
賀
状
の
受
付
は
、
十
ニ
月
十
五
白

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年
賀
状
は
、
年
米
押
し
迫
っ
て
か
ら

お
出
し
に
な
り
ま
す
と
、
元
旦
の
凱
遼

に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
準
備
い
た
だ
き
、

な
る
べ
く
十
一
一
十
日
ま
で
に
お
出

が
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
作
業
員
に
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

さ
せ
て
い
ま
す
が
、
ご
不
明
の
点
が

あ
る
場
合
に
は
、
建
設
諜
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電

話

七

五

一

一

一

(
内
線
一
二
二
番
)

つ
い
て

し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

O
年
賀
状
を
差
し
出
す
際
に
は
、
方

面
別
に
区
分
け
を

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は
、

「
大
洗
町
」
「
茨
城
県
」
「
東
京
都
」
「
他

府
県
」
と
方
面
加
を
記
し
た
簡
単
な
紙

札
を
付
け
、
十
文
字
等
に
束
ね
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。

O
私
裂
は
が
き
な
ど
で
年
賀
状
を
出

す
と
き
は
、
赤
で
「
年
賀
」
と
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

O
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
大
洗
町
区
内
各
郵
便
局
)

月
/ 
日

大す

名

受
付
時
間

象

事

業

名

2
/
1
 

生
後
2
ヶ
月

1
3
ヵ
月
の
者

生
後
7
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
者

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

9
時
∞
分

日
時
初
分

9
昨
吋
∞
分

日
時
加
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
待
日
分

2
時
日
分

l
時
お
分

2
時
日
分

l
待
日
分

守

2
昨
吋
日
分

9
昨
吋
∞
分

日
時
鈎
分

l
時
日
分

2
呼
応
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

健

ニム
言'l

手L

児

ρ
h
U
 

2

/

 

機

能

悶

復

訓

練

12 
/ 
12 

布告

言長

妊
婦
及
ぴ
母
性

性

母

12 
/ 
13 

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

機

能

回

復

訓

練

12 
/ 
14 

成
人
病
ク
ワ
ニ
ッ
ク

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

12 
/ 
14 

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

生
後
3
ヵ
月

1
4
歳
未
満
の
者

12 
/ 
15 

一
望
ハ
ヵ
月
児
健
診

満
一
歳
六
ヵ
月
児
誕
生
日
に
達
し
た
者

12 
/ 
16 

B応、y

C検ベ
G査lレ
子判ク
妨定1)
接及ン
種ぴ反

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

12 
/ 
20 

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

機

能

回

復

訓

練

12 
/ 
20 

ツ

ベ

ル

ク

ワ

ン

反

応

検

査

生
後
3
ヵ
月
l
4
歳
未
満
の
者

12 
/ 
22 

ツ
ベ
ル
ク
ワ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

生
後
川
抗
力
月

l
N叩
ヵ
月
の
者

(
一
期
三
回
目
の
者
の
み
)

12 
/ 
23 

件

数i成増前年同期年本

ム3(ム 3)7 ( 78) (75) 4 発 生件数

)
 

八

U(
 

ハU( 6) 。数者死
児童を対象に人形劇「へンゼルとグレーテル」を上演する

一般対象にダンス議潔及び笑技を行なう

自動車運転免許の更新講習会を行なう

藤岡流歌と踊りの 1)サイタル

電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

ム5(ム10)12 (109) (99) 

※( )内は累計を示す。

“毎舟1日は吏通安全の日"

7 負傷者数

大洗文化センター12月分行事予定衰

催事名|開催場所 {握 事 内 容

て レ エ 教 室 iリハーサ L室 子供を対象にノぐレエ講習及び実技を行なう

青色申告決算説明会|大会議室

ぬいぐるみ人形劇|ホ ー ル

社交ダンス講習会! リハーサル室

運転免許証更新講習会|大会議案

歌と締りのリサイタル!ホ ー ル

電 子 レ ン ジ 料 理 教 塗 ! 大 会 議 室

開始時間

13: 00-

9 : 00-

12: 00-

19: 00-

9 : 00-

9 : 00-

9 : 00-

開 催 日
12月 1，8， 
15， 228併骨

12月 2日総

12月4日(日)

12月 6 日(刈
12)ヨ27日似d

12fl 7日企kl

12月11日(日)

12月22日関 “あな定ガ築く突通安全"

町名 金額

子 拓 3，000 
松 )11報国 7，200 

松)11第一 5，400 
松 )11中部 7，500 
松 )11共励 3，600 

松)11第二 5，100 

大谷川 4，500 
成 回 5，180 

町名 金額

神 山 6，200 
)11 ロ 3，900 

荒 谷 13，400 
j兵 欠 3，300 

古 f首 13，500 

上 宿 15，200 

中 宿 11，550 

下 宿 7，800 
矢 場 8，400 

昭和58年度目本 赤十 字社 特別 社費

大洗ゴルフクラブ I 10，000 

月の井酒造底 I 5，000 

大洗海岸病院 I 10，000 

動力炉開発事業団大洗工学センター 10，000 
浜勘 海底有 限会社 10，000

岡 安 運送有 限会 社 30，000
大洗パークホテル 5，000
日本核燃料開発 10，000
カ 印 水産株 式会 社 5，000

ホテル大洗荘 5，000
茨 交大洗ホテ ル 10，000
浜泰磁庖 30，000
梶間水産株式会社 20，000
加部 東 冷凍株式会社 10，000
丸藤商腐 30，000

寿多 庵株式会社 10，000
小 野瀬工 業 10，000
箆 二 郎 I 3，000 

辰元 j告 I 3，000 

野手 列 I 3，000 
篠原 i原 錦 I 3，000 

海野 島 I 30，000 
小 沼 酉之助 I 5，000 

山 本文夫 I 5，000 

町名 金額

寺 9 6，900 
ミ宇 10 14，000 

寺 11 12，300 

寺 12 6，600 
舟 2の l 8，700 
舟 2の 2 6，000 
舟 2の 3 6，300 

舟 3 8，700 

舟 4 5，400 

蔵 l 11，300 
蔵 2 18，300 

蔵 3 7，800 

蔵 4 8，400 

上 7，800 

上 2 6，600 

上 3 9，000 

中 1 10，000 

中 2 10，000 

北清水 1 10，600 

北清水 2 9，600 

南清水 I 7，800 
南清水 2 19，000 

角 1 11，300 

角 2 20，000 
角 3の 2 9，600 

角 4 6，800 

角 5 12，200 

角 6 9，000 
前住 (1) 4，800 

前住 (2) 4，800 

前伎 (3) 4，800 

原研住宅 14，700 
原研独身寮 12，130 

動燃夏i海寮 5，000 

東北大祭 6，000 

昭和58年度

中間報告(11月 1日現在)

事77賞事960開

協力地震互一覧

今
年
も
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
L

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
日
月
現
在
で
社
費
一
、
七
七

一
、
九
六

O
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
町
内
の
み
な
さ
ま
と
町
内

会
長
さ
ん
各
位
の
深
い
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
、
身

体
障
害
者
の
援
助
、
青
少
年
の
健
全
育

成
な
ど
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
未
整
理
の
町
内
が
若
か
ん
あ
り

ま
す
。
現
在
運
動
期
間
中
で
す
の
で
甚
重
ね

て
ご
協
力
下
き
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

DIJ 名 金額

方く 8 9，100 

氷 9 11，700 

刀t 10 26，000 

方t 11 12，400 

方く 12 12，400 

万t 14 17，400 
永 15の 1 18，900 
永 15の 2 12，900 
永 16の 1 17，400 
永 16の 2 17，400 
永 16の 3 17，700 
方く 17 8，700 

髭 19，200 

霊E 2 15，200 

主E 3 13，200 

髭 4 16，800 

主主 5 12，000 

霊言 6 12，000 

室主 7 8，600 

主主 8 13，000 

髭 9 11，400 
苦言 10の 1 29，200 
苦言 10の 2 27，400 

童三 11の 1 20，800 
音色11の 2 17，800 

霊E 12 10，000 

豊百 13 6，000 

寺 l 11，000 

寺 2 7，200 

寺 3 10，000 
ミ子 4 4，800 

寺 5 8，100 

寺 6 7，500 

寺 7 6，900 

寺 8 8，400 

町 名 金 額

キ兄 6 3，900 
千兄 7 6，000 
干兄 8 6，000 

松ケ丘(1) 17，150 

松ケ丘(2) 13，800 

通 l 8，000 

通 2 12，400 

通 3 8，100 
新 1の l 7，200 
新 1の 2 4，000 
新 2の l 6，900 
新 2の 2 3，100 
新 3の l 7，800 
新 3の 2 14，700 

新 4 8，950 

新 5 17，100 

新 5の l 10，600 
新 5の 2 7，200 
新 5の 3 12，600 

新 8 10，800 
新 7の l 7，500 
新 7の 2 5，400 
新 7の 3 9，600 

新 8 10，700 

新 9 9，900 

新 10 7，200 

新 11 8，200 

新 12 6，400 

君t 1 13，600 

刀t 2 11，800 

刀t 3 9，000 

力く 4 6，900 

君t 5 16，700 

君t 6 10，700 

万立 7 10，000 

DIJ 名 金 額

明 l 14，500 
明 2 18，700 

明 3の上 10，200 
司馬 3の下 10，500 
司丹 4 9，400 
明 5 17，500 

明 6 9，800 
明 7 11，400 
明 8の 1 12，000 
明 8の 2 10，000 
明 9 11，100 
明 10 7，500 
明 11の l 23，100 
明 日 の 2 26，000 

東光台 24，300 
- 1の 上 15，000 

2 19，600 

3 8，300 
5 6，000 

汐見ヶf主 7，800 
1 18，000 
2 20，100 

3 20，700 

f中 2 12，000 

{中 3 19，000 

金 2 9，600 

会 3 11，000 

金 4 14，800 

金 5 10，200 

守党 22，200 

t1t 2の l 17，500 
祝 2の 2 12，900 

ネ兄 3 8，600 

祝 4 20，800 

祝 5 16，500 


